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非ガウス的揺らぎに対する「cloud-in-cloud」問題を解決する為に、しばしば解析的な手法として用いられて
きた「拡張された Press-Schechter理論」は異なるスケールの揺らぎの間の相関のスケール依存性を全く考慮し
ていないにも拘らず、ある種の非ガウス揺らぎに対しては、質量関数に関して、広いスケールにわたり、N体シ
ミュレーションの結果を再現することが可能であることが知られている。しかし、この理論に基づいて非ガウス
性に鋭敏に依存するような大スケールの揺らぎの崩壊によって形成される天体（又は比較的初期に形成された天
体）の質量関数を正しく予言出来るかどうかは今のところ不明である。我々は、平滑化された質量密度揺らぎが
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分布に従い、又、初期揺らぎに対して異なるモード間の相関が無いモデルにおいて、異なるスケールの揺らぎ

の間の相関のスケール依存性を正しく考慮に入れて、質量関数を解析的に求めることに成功した。その結果、大
スケールの揺らぎに対しては「拡張されたPress-Schechter理論」の予言する値に比べ、特に非ガウス性が強い場
合、質量関数の値が大幅に減少することが判明した。


